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1　はじめに

　韓国語の助詞は単一助詞が複数の意味を持らたり、多数の助詞が同じ意味を持っ’たりする。

従って、助詞のカテゴリー化1は言’うまでもなく、助詞を分類することさえゆれがある。特に、

助詞r呈（・・）」’は述語と名1司の意味関係1こよって、道具桔、方向格、’変化格1資格格1手

段格、到達格などの様々な格に入られる。韓国語母語話者は助詞の使用方法を内在化してい

るが・韓国語学習者にとっては・単一助詞が多様な意味を持っている事実は受け入れにくい

だろ㌔韓国語の教師の立場牟らも・主格助詞「o1’∫フト」（晦）や目的格助詞「剖暮」（、血加ul）

とは異なって話し戸葉でも省略できないし・様々な意味で表われて、学習去にどう理解させ

ればいいか1菌むものれこの点で・助詞「呈」が一般的に芦われる通’りに多様な意味を持っ

ているカ嘩問を抱く必要があ糺「呈」の基本意味を探るなら、韓国語学習者に「呈」の多く

の意味を一つずつ提示す予ことなく・意味同士の意昧的関遠性を結び1寸けてより効率的に教

1カテゴリ・一化くO帥虐即ri咀吐O皿〕は人間の認知における基本的な動きで、類似性や差異に基づいて、経験する事

　物をまとめたo、区別するプ．口七スである（辻幸夫、2001＝151〕。

’籏続還蝕多繍獣暮厳寮寮繋粛覆熱淡銘奮：簑蟻

　的な役割だけをするので・一種の無票音〔def且ult彗egm舳〕として基底形に含まれない。

ヰSEO，H皿ijeo㎎［情報文化学科］
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えられ乱本稿は、こうした問題意識を念頭に置き・韓国語の助詞．「早」が含んでいる基本

意味と拡張意映を深し、効果的な教育方法を提示したい。

2　韓国語教育における助詞についての先行研究の間題点．

　今までの韓国語教育における助詞教育に関する研究をふりかえると、主に学習者の誤用例

を集め、誤用の類型、頻度、理由などを分析するか、または韓国語と学習者の母語との対照

研究であるヨ。誤用分析と対照研究の目的は、言語問の相違を認識して誤用を繰り返さないよ

うに適切な教育の方法を提案するものだ。つまり、資料の分析に基づいて、もっと新しくて

効果的な代案を示すべきなのだ。しかし、これまでの助詞教育についての研究は教育のため

の研究ではなく、言語間の助詞の違いを並べることに過ぎなかったといえよう・

　日本語教育でもほぼ同じく、韓国人に対する助詞教育についての研究は誤用例の提示だけ

である一。その中、助詞・「呈」に対応する日本語助詞についてのヘインスン（2000）では、「呈」

は日本語助詞「に」、「で」、「と」、「と’して」に対応する広範囲．な意味を持つし、「と・として」・

「に・として」、「に・と」、「に一で」、「で・と」など、複数対応も見られ・意味の差について

の認識や区別に難点があると述べた。・また、韓国言吾の動詞の意昧によって日本語の助詞を．合

．わせる教育方法を見せている・丘。しかし・、韓国語教育の立場から見れば・数えられ牟いほ・ど多

くの動詞を覚えた後、．意味を分けて、・それぞれ動詞に当てはまる助詞を探すのは教育的に非

効率なものだろう。

　他方、ヘヨンく2001＝389）は韓国語教育では助詞に重点を置き、助詞一つ一つの用法を説

明するより、こういう状況でこういう助詞を使．うというのを提示する方が最も実用的．で・効

果的な教育方法だと主張した。そこで、副詞語ヨの性格によって助詞を分類Lているが・その

中で、「呈」は移動と関連する副詞語に使われる助詞で李ゲ帰着・資格・手段・理由などを

ヨこれまで、日本語母語学習者を対象にLた韓国語助詞の研究は、キンミオク（I”4〕、キンユミ（コOOO〕・キン

　ジョンウン（2004〕、ミンジンヨンく2002〕、ウインヘ（2003〕、イスギョン（1997〕、イウンギヨン（19兜〕、

　イジョン’ヒ｛2002〕、チェウヨン〔19卯〕などがある血

4イヨンデク｛1珊9〕、イヒョンギく19呂芋）、ヘインスン（2000〕、森田芳夫（1明ヨ〕など。

5ヘインスン（20m1Iヨ7≒14君）は日本語で変化を表わす・変わる・改定する・減額する・・考えを表わす・見込む・

　考える、想定する、皐られる’、．名称や答弁を表わす．一呼ぶ、言う、答える、目答する’、判断を表わす’認め

　る、認定する、とらえる、認識する、評価する’、用途や目的の意味を持っている名詞と関係深い’使う・用

　いる、利用する、活用する、買う、あげる、もらう、くれる、減る、作る、持って行く’などの動詞はそれぞ
　れ助詞トに」、「～と」、「一と」、トと・’として」、トとLて・に」と結びつくが二韓国語では助詞「旦」だ

　けを取るので、動詞の意味や文型別に教育するべきだと書いてい糺
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表わす副詞語に使われる助詞に含まれている。このような方法では、これまでの研究と大き

な違いがない結果を見せ・「呈」の用法が多様な≒とを確認させることしかできなかったとい

える。

3　助詞「呈」の意味についての先行研究

　「呈」は使用の頻度が高く1、意味も多様である。国立国語研究院（1999）は12個、ソサン’

ギュ（他〕（2004：248－249）はI9個、延大言語情報開発研究所（I998）は8個（下位分類、29

個）、イヒザ・イジョンヒ（199呂16呂一畠4）は11個（下位分類、32個）の意味に分けている。

各辞典に載っている「豆」の意味から共通意味をまとめて、例と共に示すと；次の通りである。

．（1〕①λ岬呈苦豊曹λ1叫．

　　　〉　市内さ出発しまLよう。（方向）

　　②肴呈皇呈坐司1フ1昌司司宙甜宅一叫．

　　　レ　窓地ごみを捨ててはいけない。（経路）

　　③述号『呈o1。トフ1計刈且．

　　　〉　韓国語でお話しください。（道具〕

　　④。／｛♀ξ壁呈苗号H叫．

　　　〉　この繊維は石油吏ら作ります。（材料）

　　⑤畦号『暑碧早『呈j1尋坤司O『甫含リ叫、

　　　レ　韓国語を日本藷に直す時、いっそう難しいです。（変化）

ヨ韓国語の副詞語は」般に、名詞と助詞が付き合ったもので、日本語の補語（または補足語〕と似ていえ面もあ

　至。そのため・日本語の補語の範囲はもっと広く・韓国語の副詞語は言うまでもなく、必須語である主語と補

　語も含んでい乱寺村秀夫（197昌124〕によると・補語は動詞（など〕と結び付いて外界の事象を描くために

　必要な名詞を中心とする表現であり・普運は「名詞十助詞」の形で表われる。補語の中、「AガBヲ紹介シタ、

　BヲC二紹介スル」のように・表現としてどれが欠けても情報として足りないと言う感じがある。このため、．

　最低どうLても必要なものを第一次補語（または必須補語〕と、「どこで、何のために、いつ」のように、必

　ずしも不可欠とは言えないものを第二次補語（または副次補語〕と呼ぶ。

7ナムユンジン（20001217－21呂〕は19畠O年代以後・出版された刊行物を母集団とLて、170種の単行本と新聞記

　事から1．oo君，o15語節の規模のコーパス（言語が実際にどう使われるかを調べるために集められた実際のテキ

　スト）を構築した。この中、単一助詞としての使用頻度は「暑’剖目」（21．ヨ4％〕、「フH血1川」（15．76％）、「斗」

　｛1ヨ．76％）・「与’壬’L」（1ヨ・27％〕・「中1」（9・冊％〕・「呈」16、ヨ2％〕で、「呈」が6位をつけた。語節は韓国語

　において・分かち告きの単位と一致する文法の単位であ乱日本では「文節」と名づけられている。吉田束朔
　（19，o＝12呂〕によると、「文節」は」定の音節が」定の順序に並んでいて、その中間に音の断止がない。その「文

　節」を構成する各昔節のアクセントが定まっており、また実睦の言語では、その前と後に音の切れ目を置くこ
　とができる。
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⑥オξ量号『祖刈唱旦呈曾呂司／諸含リ叫．

　〉　私は韓国語教師・として日本に来ましむ（資格）

⑦ユ斗早千斗呈朴ユ舛哩砧魂青リ叫．

　〉　彼の不注意から事故が発生しました。（原因）

⑧弄フ忙『刻呈音汝舎一叫、

　レ　休暇は昨．日で終わりました。（時間の限度〕

⑨λ暗阜阜旦呈培量剖λ忙牡宅リ叫．

　〉　人は外見で判断してはならない。（基準）．

⑩ユ与a零尋豊判呈巷｛甫司千気含リ叫．

　〉　彼は親切な言葉遣いできちんと説明してくれましむ（態度・様態）

⑪君甚→せ舛暑叫吾曾2曾呈宅魂舎リ叫．

　レ　結婚式の日取りは来月二日と決定しました。（決定）

　一つの形態素（意味のある最小の単位）がこの上うに多くの意味を持っていると説明すると、

形態素の意味としては認めにくいし、使用の効率性も減る。そのために、今までの助詞の意

味についての研究は、主に助詞の多様な意味に共通の抽象的な意味があるという点を前提．と

して、抽象的な意味を探そうとしてきたのであ乱代表的な研究としては、コギョンテ（1999）

の［過程コと［志向点コ、シンチャンスン（1976）の［指定コ、キンジョンシヨク（1999）の［経

路コと［変成］、ユドンショク（19呂4）の’［変成］、イキャンホ（I984）の［手段格］、イナム

スン（19呂3）の［動詞の外延を限定する機能コ、イムホンピン（1974）の［選択］、チョンジ

ュリ（1999）の［経路］と［志向点コをあげられ乱「呈」と度々比較されている・助詞「司1（巳）」

の意味についての研究はほぼ、［方向］や［場所］で意見が一致する。それに比べて、「呈」

についての研究がそれぞれ異質な意味を見せているのは、「呈」の意味を一つにまとめるのに

難点があったからだといえる。さらに、抜き出された多くの意味があまりにも抽象的で、個

別意味のどうしiう属性に当てはまるのか推測がつかないし・現実的な意味として見にくいの

である。
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4　助詞「呈」の基本意昧［道具］

　助詞「呈」の基本意味を探ることは・「呈」の多様な章味を代表するに足る「鉦型的な例」

を探ることである。認知言語学の立場から見ると咀、意味と言うのは、人聞が様々な経験に基

づいて言葉を認知メカニズム（baok呂t刮g巴oognili㎝）で概念化しo、構築したものである。人間

は認知能力である類似性や近接性から、多意性や創造的な意味拡張というプロセスによって

新しい意味を作り出す。そのシステムには中心的な基本意味があり、基本意味から拡張した

拡張意味が意味網を形成する10。意味は拡張しながら、基本意味と正しく」致する性質を持

たない可能性もあるし・段階的に類似性を表わすものもある。本稿・は、こうした点に着目し、

文献研究・実験研究・意味拡張の様相などから、「呈」の基本意味は［道具］であることを明．

らかにする。

4．．．1歴史．的な考察

　基本意味は・その形態素が最初に使われ牟時、初めて付けられた意味であり、基本的な性

質は時問をさかのぼっても変わらないと思われ、中世韓国語以前の形態がどういう意味で使

われたかを調べることも意味があるだろう。

語認知言語学は・いわゆる狭い意味での文法的な知識に闘わる能力だけでなく・言葉の創造性や拡張に関わる能

　力を、人間の認知能力から包括的に捉え直していくアプローチを取る。この種の認知能力の中には、「類似性

　や近接性の認識に関わる能力」・「目標となる対象を探索Lていく参照点能力」、「複合的なパタrンの融合や継

　承に関わる拡張能力」が含まれる。認知言語学では、言葉が意味を内包すると言う考えを斥け、言葉を様々．な

　概念’知識’信念体系のネットワークヘのアクセスを可能にするものと考える。すなわち、「意味」とは「概念

　化」という心的経験であり・表面に現れた言葉を基に我々が意味を構築する認知的メカニズムの解明こそが究
　極の目標となる（辻幸夫、2001三29一ヨ‘〕。

，「概念」は・対象となる事物やカテゴリー、語彙に開する情報からなり、認知の基盤となる構岳である’。「概念

　化」は固定化した概念だけでなく・知覚・運動感覚、感情的経験や社会的’物理的’言語的コンテクストの把
握などの心的経験を含む（辻幸夫、2001：1ヨ9、獅〕。

lo本稿で述ぺる基本意昧と拡張意味は、「プロトタイプ理論」と関係ある。「プロトタイプ」はカテゴり一を代

　表する「最も典型臥中心的、理想的、適当な事例」である。つまり、基本意味は典型例であり、拡張意味は

　非典型例になるだろ㌔認知の基本的な特徴の一づであり、「プロトタイプ理論」において重要な役割を’果た
　すL趾o冊（19宮7〕の「メトニミー・モデル」（m剖㎝抑io　m□d巴1彗〕は次の通Oである。第」に、「社会的なステ

　レオタイプ」（帥曲1昌廿冊o帥e昌）は、カテゴり一全体を表わすのた用いられる。普通は意識されており、世問

　で議論の話題になることもよくあ糺また、・時代の流れとともに変化Lやすく、社会一般の論争点になること

　もあ乱第二に・「典型例」（帥i蜆1榊叩1田〕は、通常、無意識で反射的なものである。世間で議論の話題に

　なることはなく・人の一生のうちにそれと気づくほと凌化するということもないようである。第三に、「理想

例」（id閉1畠〕は、抽象的で、心理的である。文化的な知識の多くが理想例に基づいて組織化されている。第四
　に、「模型例」｛岬丑go皿宙〕はある分野の経験的な理想型である。第五に、「顕著な事例」（曲1ion【跳帥叩1蹄〕は、

　カテゴリr全体を表わすことで・理解しやすくて覚えやすい例である。おな一じみである、印象的である在どと

　いった理由ゆえに・顕著な事例を用いてカテゴり一を理解するというのは・人がよくやることで奉乱他に生
成元（駅冊制o旭）、下位モデル（舌ubmodd里〕も挙げら孔る（池上嘉彦｛他訳〕’、199ヨ：91－lo君参照〕。
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（2〕①南山新域作節如法以作後三年崩破者罪教事為’聞教令誓事之…

　　②如法以、業以、此以

　　③啓以、身病以、有在等以

　　④奴属以、無去有等以

　これは新羅南山新城碑（真興王13，591年推定）の」部であり、（2①）ρ一飾、以、者、教、

為、之’などは一般に．「吏読」（イドウ。新羅時代の後期から、漢字の音と司11を借りて韓国語

を記すのに使った表記方法、またはその文字）の初期形式と見なさんる文字である。その中｛

‘以’は道具格の「呈」の表記と見られる（イジュンショク、1999＝509〕。（2②、③、④）の

各例は新羅、高麗、朝鮮時代の吏読文に見える具格助詞‘以’の一例であり、一始発、原因、

道具、方法、資格、方向’など様々な意味を持っている。一方、イスンザイ（1ら92）は高麗

時代の吏読文に書かれてい・る‘以・は具格以外に主格、対格、処格として使われたと述べて

いる（キムiボン、I9991559－561）。キムスンゴン（一98614宮〕は「呈」の語源について、全て

の吏読文で．’以’と表記された事実から、‘持つ’の意味がある名詞から発達したものと推測

した。助詞「呈」は「訓民正音」（世宗大王が創案した2呂宇からな．る韓国文字の名称。ハン　’

グル）の創製以前から多様な意味で使われたが、新羅、高麗、朝鮮時代にらたって‘以’．と

表記．されたことから、［道具］の意味を元に意味が拡張されたと思う。

4．2伝統文法の考察

　副詞格助詞は伝統的に・意味によって下位分類された’’。それ・も長い間、経験の多い韓国

語学者の直感牟染みてジるので見過ごすわけに舛いかないだろう。年代1：1頁で見れば、’チョヒ

ョンベ（1929＝620）は‘処所格’の方向、器具格、資格格、変成格に、キムミンス（1970＝3呂）

は’具格！とし、役格、造格、向格、転格を異称とした。イギベク（1975＝16）は‘使用副詞

格’とし、向進副詞格、原因副詞格、資格副詞格などの副次機能もあると述べた。イシュン

ニョン（lg呂11149）は一般格・を‘造格’とし、2次機能を向格とした。ヘウン（19呂312㎝）は、
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方便・器具・資格、方向、麦化、原因などを表わす’方便語’を作るために、一方便格助詞’

と名づけた。ナムギシム・コヨングン（1993110I）は処所（志向点〕、道具、変成の意味を持

つとし・イガンギュ（2002114I〕は変成、道具、資格の意味を持っている助詞と分類した。

このように助詞「呈」は伝統文法で様々な意味に分類されたが、これらの中から、共通的で、

一次的な意味を抜・き出すとすれば［道具］に集約されるだろう。

4．3言尋知意味講からの考察

　意味拡張の様相は具体性から抽翠性に、物理的から社会的に、そして心理的に壱動するも

のである蜆。人間の認知メ’カニズム、または言語習得でも具体物が抽象物より早く身に付く’

のであ糺従って・具体的な概念である基本意味が抽象的な概念に進みながら拡張意味を作

るだろう。助詞「呈」が表わす’方向、経路、道具、材料、変化、資格、原因、時間の限度、

基隼態度・様態、決定’などの意味の中、道具が何よりも具体性と物理性が強いと言える’

ので、［道具］が基本意味になる可能性が高い。

4．4実験からの考察

　基本意味というのは話者の無意識に潜んでいて、刺激を受けたらすぐ反応を見せるのでは

なかろうか。この視点から・本稿は・200卑年呂月、韓国人ヨO人を対象に、助詞「呈」を使っ

てもっとも速く頭に浮かんでくる文章を二つずつ作ることにした。作られた60個の文章をま

とゆた結果、’道具’の意味とLて「呈」が使われた文章が29個（4冨．33％）で1位を付けた。

次は、一方向一23個（38．33％）、一資格一と一決定’は4個（6166％）ずつだったのである。上

の実験牟らも・韓国語母語話者．は無意識即に「呈」の基本意味を．［道具］と考えているので

｛まないカ、と思うo

1！多義語の意味拡張に関してH昔im趾誼1・｛199114呂〕1ま概念領域の一般的な拡張の方向を［PERSON〉OB肥CT

　〉ACTIVITY〉SPACE〉TπME〉QUALITY］と示Lむつまり、概念が比哺的に拡張する場合、’人’を中
心として・’対象・活動・空間・時間・質Iの順に進むのを表わす。それに基づいた意味拡張の様相は次のよ

　うである。・第一に、［人→動物→生物→無生物］への拡張、第二に、［具体性→抽象性コヘの拡張、第三に、［空

　間→時間→抽象］への拡張・第四に・［物理的→社会的→心理的］への拡張・第五に・［一般性→比嚥祥→憤用

性］への拡張、第六に、［内容語→機能語］への拡張である（イムジリョン、19卯1240－242参照〕。
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5　韓国語教育における助詞「呈」の教育方法

　外国語教育で文法についての説明が成功したか否かの問題は、部分的にメタランゲージ（目

標言語の表現内容に関して使う言語、または説明のために使う用語）を学習者がどう理解す

．るかによると言っても過言で峠ないだろ㌔それで、‘方向、経路、道具、材料、変化・資格・

原因、時間の隈度、基準ぺ態度一様態、決定’などの多数の言葉を使うよ・り、「呈」の基本意

味である・［遭具］という言葉を利用して教える方がもっと効果的である。また、皿omb岬（1999）

が述べた「経験の規則」、つまり、「コンテキストの規則」（The　R凹1巳of　Co耐ext）、「使用の規

則」（1rh巳Ru1巴of　U冒e）、F経済性の規則」（皿o　RuIe　of　Eoommy）、「関連性の規則」（皿e　Rule

ofR巴1巴Ψ㎜とe）・「養育の規則」（The　Ru1eofN皿血肥）・「適切性の規則」（TheRuleofA岬mp由oy）

なども韓国語文法の教育に役立つであろう（イガンギュ（他訳）・2004：238－2ヨ9㌧「経験の輝

則」では実際の談話状況を構成した上で、学習者が積極的にコミュニケーションする機会を

提供する。こういう点で、本稿は、学習者中心の文法教育を果たすため、次の四つの原理を

立て．「呈」の教育方法を提示する。第一に、文法の説明にできるだけ簡単で単純な用語を取

り入れ乱第二に・学習者の母語と韓国声吾の共通的な面を学習者自ら探すようにする口第…に・

実際の談話状況で文法の入力と出力を図る。第四に・学習者の特性に合うフイrドーバック

を提供し、文法の再解析にも目を向け乱

5．1　韓国語教材に載せている文法項目との連係

　韓国語母語話者の場合は、認知システムに助詞「呈」の意昧網が形成されているが、韓国

語学習者には「呈」が［道具］の意味から多数の意味に拡張したということ自体がとても不

憤れなものだろ㌔それで、［道具］という基本意味が1方向、経路、道具、材料、変化、資

格、原因、’時間の限度、基準二態度’・様態、決定’などの意味を得ることを、教育現場と教

材を通じて効果的に示されなければいけない。しかし、韓国語教材に載せている「呈」の意

味と使い方は次の＜表I〉のように大体に断片的な提示で止まっている．，
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＜表1〉 教材に提示されている「呈」の意味と使い方

慶煕大学『韓国語」

初級I

N（旦）呈 〉方向・手段の助詞

初級π

Avフ1呈計叫

　　〉AVすることにする

中級I

N（且〕旦司剖刈

　　レNによって

N（亘）呈…N～叫ユ屯。1叫

　　〉NにはNが最高だ

高級I

一（且）呈セNo1μ｝用1曾竈1叫

　　〉一にはNが第一だ

一（且）且暑唄

　　〉一から見ると

一（旦）呈旦叫刈…

　　レーから見れば

高級n

一（旦）呈割計申’記尋

　　レーによってノよる

初、中、’高級2冊ずつ計6冊

ソウル大学『韓国語」

1’

（旦〕旦　レ方向格助詞

N（旦〕呈フト1斗ノ且叫

　　レNへ行くノ来る

なし

2

N（旦〕呈　〉手段（Nで）

N（旦〕旦旦貞1叫ノ旦叫叫

　　〉Nで送る

N（旦）呈苛叫　〉Nにする

N（司］ノ旦旦〕フ下｛三　N三≡≡

　　〉N行きのN票

N（旦）呈　〉選択の助詞

4

N望（呈〕

なし

〉N別に

1から4まで計4冊

梨花女子大学・『詰せる韓国語』

工

（旦）旦

（皇）呈

なし

レ手段の副詞格助詞

〉方向の副詞格助詞

H

一（旦）呈♀オ計叫

　　〉一で宥名だ

一（且）呈屯音叫　〉一で作る

＿（旦〕呈司刈　〉一を通って

w

一（旦〕阜畦旧1智叫

　　〉一によつて

なし

IからlVまで計4冊

一27一



＜表ユ〉によると、教材で提示している「呈」あ意味と順序が非常に異なっているのが分かる。

一部の教材には「呈」を使った有用な機能表現が紹介されて旧、表現力の伸びが可能となるが、

「呈」あ意味を学習者が内在化して他の表現に応用するのには限界があるだろう。「呈」の意

味が多様で、教材に全ての意味を載せるのは言うまでもなく無理だが、学習者の水準に合わ

せて拡張意味を提示するべきである。

　まず、「到の基本意味である［道具］という意味について考えると、動詞’使う、使用す

る、利用する、持つ’の意味と結び付けられる。このような見方は、先に述べたように吏読

文に見える’以’の意味である一使う・持？’と一脈相通ずるものである。それで・次のよ

・うに動詞を使って説明すると、拡張された意味の理解に役立つと思㌔

㈹①号午与項フ牌旦呈司含一叫．

　　　〉　そばは箸で食べます。（道具）

　　②舎♀牲呈赴春H叫1

　　　レ　お酒は米で作ります。（材料）

　　③ユλ陪壬趾フ陪豊言呈叫呂却1熱含リ叫．

　　　レ　あの人は嬉しそうな顔で私を迎えました。（態度・様態）

　　④叫2｛召呈ユ唱旦呈普■叫．

　　　レ　果物はキロで売られます。（基準）

　（3①）の「呈」の意味は基本意昧の［道具コである。（3②〕の’米で’は‘米を使って’に、

（3③）の’’嬉しそうな顔で’は’嬉しそうな顔を持って’に、（3④〕の‘キ，口で’は‘キロ

という単位を使って’にそれぞれ代えられる、

　他方、〈表1〉によると、申級レペルから‘N（旦〕呈剋舌洲’剋計哨、’N（旦）呈曾口1曹

叫’、‘N吾’昌暑舌洲、‘N（旦）呈司λ『1、‘N（旦）呈暑叫∫旦叫刈’という文法項目が導入

．される。それは大体‘N（旦〕呈’に代えられるので、‘N（旦〕呈’だけでも’原因、道具、経

路、基準・などの意味機能垂果たすことを次のように見せるのもいい方法である。

1ヨ慶煕犬学『韓国語」高級工、‘インタピューを終える時I｛p．17〕、’話を取りまとめる時’lp．25〕、高級皿、r1頃

序によって説明する、自分の考えを話す’｛p．24〕、梨花女子大学丁話せる韓国語』I、’方向を話す’｛巾．20）、

　’交通手段’（p，6ヨ〕、皿、’両替する’くp，54〕、’注文する’（p．6呂）、’’家捜し’｛p，94〕、’目的地を問う’要謂する’

　｛p．145〕、皿、’討論のための表現’（p－7－115〕
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（4〕①号看旦呈出衙λ『斥看旦呈軒皿号中召ギ寂合リ叫

　　　〉　ひどい風邪で学校を数日休みました。（原因）

　　②λ憎号o1丑暑λぽ呈中1曹叫岬暑λ｝ユ呈暗。1叫勇舎一ヰ．

　　　〉　人々が交通事故によってひどい怪我をしました。（原因）

　　③♀司←尋吾影洲’尋旦呈曹♀ス1ギ吾里含リ叫．

　　　〉　我々は本で多くの知識を得ます。（道具〕

　　④暑肩♀呈剤～吾考旦呈中牌司1谷一叫．

　　　〉　東京を通って新潟に行きます。（経路）

　　⑤噌全車亀葡旦呈暑卯宅剤旦呈ユ暮ス1肩ψ1叫ユ唱叫暫リ叫．

　　　〉　日ごろの言行から見ると彼を知性人と思います。（判断の基準・根拠）

5．2タスク基盤模型帖

　文法教育に接近する方法には・まず規則を提示した後、規則が適用された例を見せる「演

澤的方法」と・いくつかの例をあげた後、その例から一般的な規則を導くようにする「帰納

的方法」がある。助詞「呈」のように、掌習の初期に学ばなければならないし、様々な意味

を持っている形態素の場合は・帰納的方法を通じた「発見学習」（di畠㏄｝町1e㎜i㎎〕がもっ

とも効果的だろ㌔なぜなら・演緩的方法で多数の意味を覚えざる幸得ないことだと受け入

れると、初級レベルから負担が大きいからである。

　そこで・本稿は・タスクを達成しながら「呈」の意味を受け入れられる方法を提示する。

まず・・教師は「呈」が使用される時・文法的に自然な文章を選・んだ後、（5）のように動詞と名

詞だけを学習者に与え乱そして・学習者は与えられた動詞と名詞だけで完全な文にするよ

うにする15。

］4Tho皿b岬（I”9〕は文法教育の方法として、二つの模型を提示した。」つは「捉示基盤模型」｛PPP1P肥肥皿t乱tio皿

　→p咀o－io右→P∫od咀o1i㎝）と言われるもので、正Lい言語使用例を提示した後、学習者が練習を繰り返しなが

　ら正しい言語を自律的に作るようにする模型である。もう一つは、「課題基盤模型」（W1T舶k1→丁帥oh→
丁冊止2〕で・まず学習者が課題を解決した後・文法を学ぶ。次に、また他の課題を遂げるようとする際の模型

　で・流暢性から正確性を身に付けるのに役立つと言われる（イガンギュ（他訳〕、20041201－20ヨ〕。

／ヨ本稿は・2004年‘月から君月まで・慶煕大学国際教育院で韓国語を学んでいる初級レベルの学習者ヨo人（中

　国］2人・日本9人、ペルー2人、ドイツ2人、ベトナム2人、スペイン1人、イタリア1人、メキシコ1人〕
　を対象に・㈲と同じ問題を提示してから・韓国語で完全な文を作らせた。学習者たちが教材で明示的に学んだ

・［旦」の意味は一方向’一つだけで、暗示的に一道具’の意味になる‘古1男1・竜号曾呈亨司且？’にれは韓国

　語で何ですか〕、’オ苛畢2豆｛旦旦君叫叫刈且．’（地下鉄2号線に乗り換えて下さい〕．を身に付けているだ

ろう。調査の結果、文の意味を正確に推論Lた学生数は、（5①〕で27人（，O．O％）、（5②）で29人（胱．7％〕、

　（5③〕で19人〔‘ヨ．ヨ％）、（5④〕で21人（7ヨ．ヨ％〕、15⑤〕で1宮人く60，O％〕、｛5⑥〕で17人（56．7％〕とな

　っむこのように・「呈」の全ての意味を掌ぱなかった学習者も自分の先験的知識と経験を使い、名詞と動詞
の意味関係によって文の意味をほほ推論することに李’った。
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（5〕①叫皇ヨ’叫皿∫ス1計尋∫フ｝且

　　　〉　ナオコさ仰学校∫地下鉄∫行きます

　　②青弄暑∫尋号岳’叫明干刈且

　　　〉　中国のお金ノ韓国のお金／換えてください

　　③里司’叫唱’晋早／望｛司胡且

　　　〉　．ビリーさん’学生／勉強∫一生懸命にします

　　④叫舎刈社ノ早λ1周劃o『且

　　　〉　約東の時間’2時／決めました

　　⑤早台碧舳尋製句且？

　　　〉　どんな用件／電話したんですか．’

　　⑥暫唱惰省ぼ…碧舌∫λ暗．府叫且

　　　〉　ワンヨンさんノいつも∫笑顔／人一’会います

　B且t昌t㎝色（1994）は、上のようなタスクを「文法での表示」（即帥㎜o廿oi捌ion）と名づけた。

F文法での表示」の特徴は、まず処理方向が単語から文法になるので、文法が教師の選択の結

果として導入されるより・学習者の選択の結果によって表われ乱率に・学習者は言語を便

うのと似た方法で白分の意味を明確にする（キムジホン（訳）、20031140参照）。

　学習者が文の意味を推論したら、教師は斜線の代わりに助詞を入れて的確で自然な文章を

見せる。まず、1嗜〕のように「呈」’を入れる部分だけを空欄にしてから、学習者には各空欄に

同じ助詞が必要であるというヒントを与える、学習者が各空欄に助詞を書き込んだ後、教師

は「呈」が多様な意味で使われるのを説明するξ、学習者は台分の答えと比較しながら「呈」

の意味を自ら作りあげて行くだろう。

㈹①叫皇豆列告叫皿刊ス1計尋（　）フト且．

　　　〉　ナオコさんは学校へ地下鉄で行きます二（道具）

　　②青号岳吾・唖号岳（　）叫刊千刈且．

　　　〉　中国のお金を韓国のお金ド換えてください。（変化）

　’③里司判…叫唱（’）晋早暑雪｛司訓且．

　　　〉　ビリーさんは学生として勉強を一生懸命にします。（資格）
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④叫舎＾1祉吾芋＾1（　）省戴『且．

　レ’約束の時間を2時に決めました。（決定）

⑤早舎2（　）君斗劃『且？

　〉　どんな用件で電話したんですか。（原因）

⑥暫唱刈…暫母妥ヒ亀量（　〕ス暗告唖叫且．

　〉　ワンヨンさんはいつも笑顔で人に会います。（態度・様態）

　最後に、ペア活動として1刊のタスクを与える。仲聞の一人には「呈」が入られていえ文と

情報を与え、もう一人には・「呈」を使って自分が知りたい情報を相手から掴み取らせること

にする。例えば、（7①〕の‘旅行計画’で’どこに、何で、いつ、どのように、どうしてI

などの質間を通じて、完全な会話が作られる。

｛7〕①　A：千曹司哨唱告君舛且？（週末に旅行しましょうか。）

　　　　B　書名唱叫o1司1且『q呈召舛且ワ（良いです。どこに行きましょうか。）

　　　　A：召叫4吾司明且？（ソラクサン（雪岳山）はどうですか。）

　　　　B　季o｝皇　ユ竜司『望月1フ｝叫司且甲（良いです。ところでどのように行きます

　　　牟。〕

　　　　A1j1舎坤と呈フ｝甫到且．（高遠パスで行きます。〕

　　　　B　ユ甫『一司／刈吐叫フ1呈曹舛且甲（では、どこで会うことにしましょうか。）

　　　A：叫ヱ宅呈司1刈吐叫フ1呈詞且．（学校の正門で会うことにしましょう。）

　　②A：o『刈到君ギ戴『且？（昨日はどうして欠席しま．したか。）

　　　B：看フ1呈君ギ塾『且．（風邪で欠席しました。）

　　　A：周碧司1破『且？（病院には行きましたか。）

　　　B1噌剖♀皇音且耳午刈呈申1叫識『且．（病院は今日の午後2時に予約しまし

　　．匂

　L肛；en－F冊mm（2001：255）によると、文法教育は学習者が文法的構造を正確で、適切に使

用するような方向に進むべきである。言い換えれば、文法教育は知識の伝達ではなくて、技

術の発達なので・「文法」’（gmmm6T）よ’りも「文法する」（gI叩m肛i㎎）を教えるものと考え
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る方がより良いと述べた。あるいは、学習者が実際に話し手となる場を提供して二現実の会’

話を経験させることにあ乱．実際に話すということをしないで、いくら会話を構成する文法

の各要素を知識として頭に入れても、話せるようにはならない。その視点から、（7〕のペア活

動は（5〕と（日〕の過程を通じて内在化した「呈」の意味についての知識を学習者なりに話し、タ

スクを遂げながら表現力を育てるのに効果的な教育方法になると思う。

5．ヨ言語形式への焦点化

．「言語形式への焦点化」（fo㎝冒㎝fo㎜ジiという用語を初めて発表したLo㎎（1999：45－46）

によると、これは学習者中心のコミュニカテイブ・アプローチによる教授法の下で学ぶ学習

者が示す問題点の解決と言う点から出されてきたもので、学習者の主意を言語的な要素に集

めようとする方法である（岡崎敏雄・岡崎眸、2001120，Foto昌、20011273参照）。本稿は二文

法の練習が終わった後、導入される方法として（宮〕の読解のテキスト■7を与える。学習者は落

ち着いて与えられたテキストを観察しながら、言語の構造と形式を内在化しようとす糺上

級レベルの学習者の場合は新聞や雑誌の活用が可能だ如、助詞「呈」の用法は初級レベルか

ら多様で・続いて出現するので・次のように易しい日常文に再構成する方がいいと恩うpこ

のような方法はEl1i昌（I993）が述べた「摂取の触媒」（int刮ke　f刮oilit乱tion〕（キムジホン（訳）、

2003＝90参照）の機能になると認めてもいいだろう。

1‘Fo‘o彗｛2001：2η一27ヨ〕によると、．Sobmi山く1990）の「意識化仮説」（no1ioi㎎軸po冊o昌i呂〕は享習者の言語構造

　に対する意識を高め、言語知識幸無意酔的に再構成す石ように進めるもので、「意識引き上げ」〔oomdoume甜一

咀i雪i㎎〕と言う教授法の発達を促進した。「言語形式への焦点化」（foo岨on　fo㎞〕は「意識引き上げ」の一例

　である。「意譲引き上げ」についての詳しい説明はC肺r，H皿呂h0H皿dMoC血hパ199宮179〕参照。

1一池上嘉彦｛19舶17〕によると「テクスト」、あるいは「談話」は文のさらに上に立つ言語的単位を想定して、

　それに与えられた用語である。つまり、文の集合をテキストと言ってもいいだろう。
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（畠〕を尋申唱（チュンチョン旅行）

2005、亘5理152　2且碧

　司干吾斗を尋司1舛フ1呈銀合リ叫、量号司1ペフ1斗呈申剤計…夷喜o1朝o1オ告宅H叫、

叫零胡フ1員榊1刈軒吾吾蛛青岬。・λ130是1．畠・120呈フ1粧・／洲≒向1君・120

呈王呈蝕合■叫、12＾1書争尋司1王尋戴舎リ叫．

　♀司…叫叫ユ斗刈ギ号旦呈号司裁含H叫．’争尋♀叫言午呈♀珀曹η叫、ユ司λ『叫号牛4

剋呈告手呈魂ス1屯召曽叫羊司H刻λ『…眉1噌曹旦呈智昊千須合■叫．祉叫呈旦吐号日1剋曹o1

’翠割．。丁手榊船岬、ユ電ス1屯帖忙叫井暑’吾鴫桝叫、

　且卒司1計岩o1斗書智司1λ『軍智皇呈望戴ユ旧1舛且フ1＾1叫製舎■叫．♀せ告祉フ｝ス／ユァ｝刈

妥。1旧1呈旦早袈患含■叫．ユ司叫豆牛…冒♀。陪叫裂含■叫、

2005年5月15日日曜日

・友たちとチュンチョンに行くことにしました。韓国で汽車で旅行するのは今度が初めて

です。．．

　朝、阜めに汽車の駅で友だちに会いました。7時30分、8時20分のチケットがあ・りまし

たが・呂時20’分のチケットを買いました。12時ぐらいにチュンチョンに到着しました。・

　我々はお腹が空いそ食堂に入りました。チュンチ目ンはマックッス（冷麺の一種）で有

名で九それでマックッス4人分を注文したけと、従業員はビピンハップ（混ぜご飯）に

間違って出してくれました。山菜で作ったビピンバップで、とても美味しかったです。し

かし、次回はマックッスを必ず食べるつもりです。

　午後には空が青色から灰色に変わり、雨が降り始めました。傘を持っていかなかったので、

服が雨でびっしょり濡れました。しかし、湖水はとても美しかったです。

　学習者が「呈」の全ての意味が分からなくても、「読解ストラテジー」■誼を活用’しながらテ

キストの全体の流れを把握するのはそれほど難しいことではないだろう。まず、読む時、「旦」’

が入れら作ている部牟に下線を引くようにす乱次は・（畠〕のように動詞と一緒に文型で「呈」

の用法を見せる。　　　　　　．一

1咀岡崎敏雄・岡崎眸（20011ヨヨ〕によると・「読解ストラテジー」としては・「貞キミング」（昌kimmi㎎。大意を取

　る読み〕、「スキャニング」｛阻㎜i皿呂。特定の情報だけを取る読み〕、「推論」（冊舵皿o軸〕、「文脈的推論」｛oo皿嘩血副

g岨甜in且〕、「予測」（p祀dio缶on〕、「スキーマ」｛昌ohom拮〕’の活性化などが挙げられる。
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19〕①

〉

〉

〉

レ

レ

〉

［吾λ｝］フ1呈計耳’省計中叫舎計叫

　［動詞］ことにする∫決める∫約束する（決定）

［甫叫］（旦）呈一丹望計叫’叫言曹叫

　［名詞コで宥名だ∫美しい（原因〕

［郁｝11剖暑［郁｝21（旦）呈赴号叫

　［名詞1］を［名詞2］で作る（道具）

　［名詞I］を［名詞2］に作る（変化）岬

［噌λ｝1］　o1’フト　［甫λ｝2］　（旦〕呈　曽言｝1＝斗’旧ト円亡十

　一名詞1］が［名詞2コに変わる’変更される（変化）

［噌朴1］吾’暮［哨刈皇］（旦）呈叫干叫

　［名詞1］を［名詞2］に変える（変化〕

文型を提示Lた後は、上の文型を使い、／呂〕のテキストを干デルにして、作文させるタスク

に広げられ糺自分の立場で、自分の書き方で、新Lいテキストを作りながら、「呈」の意味

と使い方をさらに深めることができる。

5．4常用句学習

　本稿で、常用句とは普通、語彙教育のための「かたまり」（チャンク）や「語彙句」帥’と言・

われるものと同様だと言ってもい’いだろう。常用句学習は皿omb皿ジ1999）の「語彙チヤン

ク論」千1exio且1oh㎜kHTg皿mnt）（イガテギュ（他訳）、2004142＝43参照）と関係あるもので、

語句、熟語、憤用句などを覚えておくと、実際の会話でインタアクションにかかる時間の節

約になるし、覚えたものを使いながら語彙と文法の内在化に役立つので、表現力の伸長に重

要な役割をはたす・抽象的な文法カテゴリーではなくて・語彙数の限りがない定型的な表現．

を導入して教育する方法であ．り、’一般に文法教育のための「語彙的な接近法」と言われる別。

1，韓国語の文型では⑫③）あ2番目の名詞が’道具’、または‘変化’の結果になることがある。

呈o　D己C目㎡oo（2001＝29‘〕，’が、語彙句の類型とLて、「社会的インターアクション」（謂ooi自1㎞屹咀otion彗〕に関する

　表現、「日常生活に必要な表現」（血榊帥岬［opioヨ〕、「談話装置」（’i呂oo皿冊do可io田〕の三つを挙げているよう

　に、語彙句は主に語用的な機能を果たす。
ヨ1他方、岡崎敏雄・岡崎眸（2001＝51－54〕は読解過程のモデルの一種である「余トムアップ・モデル」の技術を

　養うためにチャンク（ひとまとまりで意昧を持ったかたまり〕を紹介してい糺それは、読む時、単語一つで

　意昧を考えるより、一つの句になった方が意味はつかみ易いL、さらにそれが文になるともっと意昧が明確に

　なるため杜それで、チャンクは言語の産出、し．・わゆる、話すことと杳くことに役立つと考えられる。
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　では、‘食堂で．という場面、または‘注文する’と言う機能をテーマにすると、‘旧1剋曹

旦呈暫オ1且一（ビビンバップにします）、‘旧閑曹旦呈千刈且’（ピビンバップをお願いしま

す）を一種の語彙句として提示し・また・似ている店の場面で・一〇1君呈唾月1且1（これ辛こし

ます）とか‘牲オ卒旦豆子刈且’（赤色をください〕などに応用される。言い換えれば、「呈」

の意味を説明するために、‘選択’や‘決定’な．どの用語を使わなくてもいい。学習者が無意

識的に語彙句に含められている「呈」に慣れているので、こうした用語はかえって不用だと

思う。

6　おわりに

　これまで歴史的な資料と・認知意味論の観点からの実験研究を通じて、韓国語の助詞「呈」

の基本意味を随具］と究明し・韓国語学習者のための「呈」の教育方法を表わした。教育

方法としては、韓国語の教材に載せている文法項目との連係、認知言語学に関わっているタ

スク基盤模垂と言語形式への焦点化、また常用句学習を挙げてみた。助詞「呈」は文で多様

牟意味に実現されるので・韓国語学習者だけではなく・教師にも扱い難い形態事であ乱し

たがらて、単一の形態が祥々な意味を持つと考えるより、基本意味を完に拡張意味に派生す

ると見る方が、教育的に効果的であり、説得力があろう。文法教育において良い教育方法とは、

まず・実用的な規則を単純化して、学習者が憤れている単語を使って提示し咀、次に、コミ

ュニケーシ目ン能力を伸ばすために実際的なタス．クを与えて練習させることだと考える。

＜参考文献＞

キムムリム（1999）・「助詞の音韻論的研究」咽語の格と助詞』、叩、251－263、韓国語学会、図

　　書出版月印。

キムミンろ（1970）、「国語の格について」『国語国文学』49・50、叩．25－45、国語国文学会。

キムスンゴン（19呂6）、『韓国語助詞の通時的研究』、大提閣。

！！M苛oh肥1Sw日nく1995〕は良い規則の条件として、事実性（廿皿冊〕、制限性OimlI帥io皿〕、明瞭性｛o1肛i吋〕、簡潔

性（ヨi岬πid吋）、新熟性｛抽血i1i打軸〕、関連性（祀kw口e〕を挙げている（イガンギュ（他訳〕、2004＝‘O一‘1参’

　照〕。
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キムユボン（1999）・「借字表記の格と助詞」「国語の格と助詞j、叩．537－569、韓国語学会、図

　　書出．版月印。

ナムギシム・コヨングン（1993）、『改訂版標準国語文法論」、塔出版社。

ナム早ンジン（2000）、『現代国語の助詞に対する計量言語学的研究』、太学社。

イガンギュ（2002）、『改訂版学校文法論』、図書出版月印。

イギベク（一975）、「国語助詞の卑的研究」丁語文論叢』9、叩．7－9島、慶北語文学会。

イシュンニョン（19富1）、『増補改訂版中世国語文法二15世紀語を中心に一」、乙酉文化社。

イジュンシヨク（1999）、「借字表記法での格の誌識と表記について」『国語の格と助詞』、

　　叩．49I－535、’韓国語学会、図書出版月印。

イヒザー．イジョンヒ（I99呂）、『辞典式テクスト分析的国語調査の研究』、韓国文化社。

イムジリョン（1997）、『認知意味論』、華出版社。

チョ仁ヨンベ（1961）、『改訂版亨リマル本』、正音文化杜。

ヘヨン（200I）・「副詞格助詞に対する韓国語教育学的な接近」『二重言語学」19，pp．365－390、・

　　二重言言吾学会。

ヘウ．ン（I9呂3）、『国語学』、．セム文化社。

ヘインスン（2000）・「韓国語助詞‘（旦）呈！に対応する日本語助詞に関して一韓国人日本語

　　学習者の作文誤用例を中心に一」丁語文研究』34、叩．129－15君、語文研究学会。

池上嘉彦（19富3）、「テクストとテクストの構造」J談話の研究と教育I』（日本語教育指導参

　　考書11）、叩、7－42、国立国語研究所。

岡崎敏雄・岡崎眸（2001）、『日本語教育における学習の分析とデザインー言語習得過程の視

　　点から見た日本語教育一』、凡人社。

寺村秀夫（1978〕、『日本語の文型（上）』（日本語教育指導参考書4）、大蔵省印刷所。

益岡隆志・田窪行則（1白92）、『基礎日本語文法一改訂版一』二くろしお出版。

吉田東朔（1990）、丁日本語学概論』、大蔵省印刷所。

］ヨ乱t冒t㎝e，R．（lgg4），Gro㎜㎜〃，OxfoTd　Uniw冒ity　P肥昌冒（キムジホン（訳）（2003），『文法』，

　　P且皿m皿皿Book　Co．，Ltd、）．

C三刊e正，R．，R．Hu呂h；昌md　M．Mc亡㎜仙y（199署），“Te11i㎎t討1；1呂冊mm趾，冊e叩ok㎝1且㎎皿且ge

　　md　m且te工i固1昌deve1叩m巴nt，’’in　B．Tom1i11畠o皿（巳d、〕，〃ら蛇r’血砧刀帥里1らp㎜虐棚｛刑エロ冊埋咀皿g虐花伽此肋苫，

　　叩。67一君6，C乱mbridge．U皿iveT；i｝P祀畠昌一
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D・C皿軌J・S・（2001パ’V坤皿1岬L巴㎜i而』m冊・・hi而ポi皿M．C・1㏄一M皿・d且（・d．〕，

　　丁皇血o此加苫E皿g1加ハ日』日∫虐o0Hd　or月b祀壇蜆エ佃皿刮畑g畠‘3〃埋泓」，　pp．285－299，　Hej皿1e＆Hei皿1e．

Poto畠，S．（2001），“Co呂nitiΨ巴A叩m且oh巳昌冊田㎜趾1mtmo占on，’’㎞M，C巴1ce－M皿Id田（巴d、〕，

　　花血o肋冊苫五冊埋伽此伽藺∫｛oo冊d〃肋㍑毎皿〃冊埋’伽騨‘3rd虐幻，岬、267－2呂3，Heinle＆H巳inlo．

L田koff，G。（19呂7），　吻冊酬，刑㍑，皿冊d　D邊而苫｛冊皿』τ肋冊g』一W跣”C蜆施go片刮R虐閉蜆1口由o批挽虐

　　〃加d，The　Univeエ畠ity　of　Chio且go　P冊冒畠（池上嘉彦・河上誓作・辻幸夫・西村義樹・坪井栄

　　治郎・梅原大輔・大森文子・岡田禎之（訳）（1993），『認知意味論一言語から見た人聞の

　　心j，紀伊国屋書店）．

L副丁呂㎝一P鵬mm．D。（2001），‘’丁巴且chi㎎G祀mm趾，’’in　M．C已1㏄’Mu正oia（ed．〕，花蜆o〃冊苫

　　E冊g1凸此囮｛血∫吾oo冊d　orfbr由gH正o冊埋＾o苫虐f3rd｛4」，　pp．251＿26丘，　正■巳iIl1e＆Heinle．

皿［ombu正y，S．（1999），H伽地肋c此研齪珊柵〃，P閉冊㎝Ed皿o帥i㎝L㎞i舵d（イ分ンギュ・キム

　　ラヨンーユンジョンミン・ソスヨン・キムジヨン（訳）（2004），『文法をどのように教え

　　るか』，韓国文化社）．

辞典

国立国語研究院（1999）、『標準国語大辞典」、斗山東亜。

ソサンギュ・ペクボンザ・カンヒョンワ・キムホンボン・ナムギルイム・ユヒ貝ンギョン・

　　チョンヒジョン・ハンソンワ（2004）、『外国人のための韓国語学習辞典』、斗山東亜。

延大言語情報開発研究所・（1998）、丁延世韓国語辞典」、斗山東亜。

辻幸夫（編）（2001）、『ことばの認知科学辞典」、大修館書店。

韓国語教材

キムジュ．ンソプ・チョヒョンヨン・パンシ’ヨンオン・ホンユンギ・ホジョンウン（2000）、『韓

　　国語初級工」、慶煕大学出版部。

キムジュンソプ・チョヒョンヨンーパンションヨン・ホンユンギ・ホジョンウン（2001）、『韓’
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